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大澤 教男

毎 澤々、楽しいことだけしたい、そんな贅沢

なことユウたつてアカン・・・・ ほな、楽しい

ことを仰山見つけて、仰曲知つとつたら楽しい

ことが仰曲できるやろか。

曲仕事はビフオー・アフターが眼で見えるから

気持ちが良くなつて、楽しいし、イベントでは

自然遊びの工作で、できたときの子供のニヤつ

とした顔を見たときはこつちもホンマに嬉しな

って、楽しなる。この前は障害を持つお客さん

が喜んでくれてホンマに嬉しかつた。

旅行、飲み食い、スポーツも楽しいからやろな、

ボランティアも楽しなかつたらせんほがエエ.

今、嫁さんがカマキリに蜂蜜をやつてます、

カマキリが場1れるものかどうか知らんけど結構

楽しそうにやつてます。カマキリの餌のバッタ

補り、バッタの餌の草採りも結構楽しい。

要は、気の持ち様で何でも楽 しなるんやろけ

ど。・ C。 楽しいことがしたかつたら、やるこ

とを何でも楽しむことやな、凡入以下の自分に

できるかな・・・

悩まんと楽しも。

こつこつ琵琶湖一周 230撫

檬帰リウオーキング

市りil 博之

皆さま、ご無沙汰しております。突然ですが、

最近歩いてますか??

ここ数年、朝夕の気が向いた時のみではあります

が、近所をウォーキングしております。ウオーキ

ングしていると、ちよつとした気候や景色の変化

など会社生活で意識 していなかつた驚きや癒しを

感じております。

このウォーキングにさらに目標を持ちたいと考え、

「こつこつ琵琶湖岸一月Jを掲げ、先日達成しま

した。瀬日の唐橋からスター トし、自分の気の向

くままにウォーキングしたため、終わつてみれば

約 2年 (12回 )と いう亀の如くゆつくりしたペー

スでしだが・・・。

湖岸|まサイクリングロー ドとして整備されており、

春は桜、夏はウィンドサーフイン・ハングライダ

ー、秋は紅葉、北部の山中では、猿の群れとの遭

遇など、四季折々の景色や思わぬ出会いを楽しむ

ことができます。

皆さん、一度ご挑戦されてはいかがでしょうか ?

但し、一点ご注意が 1湖北部と東岸は、JR線から

遠くバスの運行も少ないので、ご計画の際はお気

をつけください。
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9月、私は主

…

のヽ被災地を回つた

由元町 最初に行った山元町の海岸沿い一体は何も

か軸 <見え 異様な世界だつた 津波で壊され

た家ま既に撤去され、荒れ野に何軒かの三階家とコ

ンクリートの上台がまばらに点在している。海岸沿

しヽに続<防風剛銀 こそぎ同二方向に倒れてい乙

茶色になつた沢由の松の中|こ しか臥 ところどこ

ろに倒れずに頑張つた松が緑の葉をつけてい乙

中測 Jヽ学幽鋤 諫るはでは尽騎承所熱 海ヽに

自いモダンな校舎が映えて、広々とした美しい学校

だったことが偲|』隔孔 すでに中は片付けられてい

たがt体育館にはなんと三階の窓を突き破つてかな

り大きな松の本が根ごと突つ込んでいる一一という

より中に生えていた松の本が2階の窓から逃|プだそ

うと臥 枝鏡 隣 がやっと外1識られたが長<大き

な幹と根は抜け出せずに息絶えたという感晩 その

時までここでは生徒達が走り回り卒業式の練習をし

ていたのだろう。

石巻 石巻の日和山公園から見る海岸方面|よ 一体

以前はどんな街だったのか想像することも難しい。

公園の手すりには「救援ありがとう」σ瀬鞘簾詢速

|ずられて出亀

海岸近<の市立病院では地盤沈下

や幾つかの建物が記釧こ海につかり、道路と海の落

差が非常に小さしヽ 海の中の建物の陰や瓦礫の出

にまだ遺体があるように思えて胸が痛亀

近<の門脇中学校の校舎の中は重油火災で真つ黒

になつてしヽみ

地盤沈下 地盤沈下の被害は本当に

'磁

魔 。気仙沼

でも陸前高鶴、大船渡でも港も道路むまとんど海面

と同じ高さだ:広大な魚市場も冷蔵設備も何もかも

が傾き崩れ・・ 。それらは今にも海水に洗われそう

なのだ。海の中には赤し鼈 をつけた棒が立ててあ&
“ここに伺かがある"というE肌 重油で2晩燃え続

けた三睦の海は気のせしV辮黒ずんで海底|こは船が黒

<横たわつて沈んでいるよう患

希望の象徴の陸前高田のけ本松は緑色の保護用の

腹巻をしていたがtしか臥 葉も茶色になつていた

この凄まい 様をどう言つたらいいのだろう。

カープを過ぎると、あるはすの街がないのだ:大き

な漁船が山の麓で行く手を阻まれて立っているの旭

放劇能汚染 私1訓巌鎖D司撃轟撰のO氏を通囃

災地の支援を続けているが、今回は○氏から特に赦

射能汚染に関する話を聞機た。農産物の被害は深亥」

で正に死活問題:県や潮調應」々議 染しているもの

を県外に出さないという体制を取り、生産者は出来

る趙サ作物は温室やビニーノbハウスc再 こ、それ以

外は上をはがし出荷前には水洗いをする。それでも

汚藻力枷
―

る。卸 ど麓 に蜘

輔 ヨ訪 向かつているかを話す○氏|よ 時折怒り

に声を震わせる。宮城県にも電源が喪失したが爆発

に助かった如 1房醗があ魏

幼稚園で 後日、福島県郡出市の幼稚目の園長先生

からhが届いた。そこには幼稚國児の生活の様子

が書かれていた。この幼稚園は放射線量の高いとこ

ろにあり、全<子ども達を外で週ざすことは出来な

かったが、園庭の生をはがしたり本を切ったりした

結果、ようや<線量計で図つて01先w以下の日は

20分ぐらい外で遊ばせられるようになつたという。

こんなことで子ども運ゆ際 に健康に成長する

のだろう規

我々は本当にとんでもないものを作つてしまつた

と悔翼増貯項魏

旅で つ<づ<原発はやめなけれ1轟 けヽないと思う。

経済が悪<なろうが停電になろうが:そんな理由で

子ども達に原発のリスクを背負わせる権利1よ 私た

ち1こはなしヽ

想像を絶する津波も、地震も乗り越えられるだろ

う。しかし ひとたび爆発した福島の原発を誰もど

うすることも出来ない。

いつの日にか人が原発をコントE3-ルすることが

出来たとしても、そうなるためにはあまりにも大き

な犠牲を払わなけれざならなしヽ 原発にそれまどの

犠牲を払う価値があるのだろうか。私たちは再生可

育愛頭ネルギー機 渤 を臥 飾 るだりOEl

恵も力も持ち合わせていないのだろうか。

この旅はそのこと



「

=然
教室チーム活動報告

育英小学校 秋の校庭観察会

11月 8爾 1大 )育英小学校の 2年生を対象 :こ 「校庭の秋と遊ぼう :」

庭観察会を実施しました。この日のスタッフ:ま 6基 です。

校舎に入ると、「こんにちは。よろしくお

願いします。」と挨拶をされびっくりc

「あなたは 2年生ですか。」

と尋ねると、

「はい、そうです。」

との返事。私たちの来るのを待つていてく

れたようで嬉しくなりました。

今回のテーマを決めるにあたつて、担任の

先生から、

① 自然の遊びを覚えて、自分たちで遊びを二夫する力を育てたいQ

02年 生が、1年生を楽しませるフェステバルに活かしたい。

との思いを聞いていましたので、いろいろな遊びを取り入れた内容としました。

クロガネモチの葉っぱで葉巻笛に挑戦し、カ

エデのプロペラを飛ばして楽しみました。ドン

グリのポイントでは、ドングリクイズとドング

リゴマの遊びに加えて、マテバシイを食べる体

験をいれました。はじめての子がほとんどで、

大変印象に残つたようです。ひつつきむしのい

ろいろを観察したあとはオナモミダーツを楽

しみ、桜の葉つぱの葉脈を写し取り、ミラーウ

ォークを体験。なんどもぐるぐる回つて不思議体験を楽しんでいました。

観察会のあとは、クヌギの殻斗を使つた、「クマのペンダント」を作り、lt4来上がつた作

品を手に、につこり笑顔が印象的でした。

観察会のあと、子ど{)た ちからたくさんの質問

がでました。この観察会によつて、新たな興味を

広げていることを感 じました。

この日の目記は、すべての児童がこの観察会の

ことを書いたと、先生から知らせていただきまし

た。 しっかり楽 しんで t)ら えたようで

' .

平岡久美

のテーマで校
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廃li H〕 周年記念 オブション行 1'

11場 12澤 (11) 『 曽爾高原ハイキング』

報告 羽ン1 菖
参な!者  16峯 :腹不理)lii_、 本村 i li・ 画案|プ 1ヾ11111、 露i中 、勝 III、 谷川、「り場‐

't養

、高本、

西谷、り11井、オ!11、 守 |コ 、占jll、 肇島、石井 &羽尻

爽やかな秋靖れの朝。近鉄名張駅では、 池の水が減つたか らかな。」と誰かが言

案内役の境さんと木村さんが旗を持って待  以前は背丈を超えるほどのススキをかき

っておらオ111(′ スヽ待 らは長蛇の夕:|.シニ   |す て歩いたとしヽう.後 で村の人十二聞くと、

アの人たちに交 じって若い|||ガ ールの姿1,  萩などがliび こぅてススキの成長を弱めて

ilに付く,臨 IIIバ ス2台の増使で出発c いるとのことだ。カヤの需要が減つたこと

横に流れる青蓮寺∫||に 目をやる。澄んだ  などによる人手不足で手入れが行き届かな

”Ｌ

分

思っていると、聞きなれた声 振 り|`]く 、L  てきて汗をかいた肌に秋風が気持ちい|・。

ツクシーから古サ||さ んと守「1さ んが降 りて  あらためて、眼下を見ると広々とす り鉢状

こらオlた ,1な んと、電中:で 11眠 り t´ て天理  に平地を山々が取 り囲み、大パ ノラマが広

駅 まで行つて l´ ま●たとのこと.「Fi眠代は  がっている。地理に詳 しい |う 場 さんグ,説り]

流れだr“清き明き心 ".

やがてバスは曽爾高原の登山 11に 若 (‐

わがケ′レー I′ げ)参 ヵぃ者は意外に少ヽないなと

高くついたらしいこ

私はこσ)高原に来るのは初めてである。

西には、曽爾の集落の背後に、屏風岩・

楯 Filll・ 兜岳・鎧岳が連なって見える。

い iぅ しい.入間にとっていい景観を保つ |こ

liブ、:こ よる山里の管理が欠かせないのだ
=

亀 111峠 でム・i食 をとろ.■の急1輛iを 登・

を聞く。この峠の横の小高いところが二本

ボソと倶留尊山、さらにその向こうに遠 く

帰 りのバス停の前ハ :丸 ノヽ屋1 とtヽ う酒

離の主人は気 さくな方で、ここtr_li太 郎 ,1

秋になると、ススキ野原の写真を見て、何   にかすえ′で見える

“

)が 青 |む 高原で、白く見

度となしl‐ 行こうと思つてきたのだが ,… .  えるのは発電の風車だとい うことでな,ろ ―‐

少ヒ道を 11り 、南に目をやると、小高い  (た ろうお)」 の地夕,77~由 来は南北朝時代¨入物

[1に「1ま れて広い野原が見え_て きたここil. 名にあることやカヤ葺きの屋根が減つて瓦

がill爾 高涼か。1700万年前ここは海の底で  屋根が増え、建物の構造 li問 題か|||て きた

あ
`,た

という.今 は、銀色にきらめき ‐而  ことなどいろいろ話 t′ をしてくださった.

好天に意まれた秋の一日、満ち足りた気

ススキ野原の中にお亀池がある.湿原植   分で帰路についたこ

物を探 しながら,そ こを ‐
|「J`「 水が少ないな。 “ススキの穂 山ギャル添えて LLi爾 |、

=映
え
¨

ススキの背丈が低 くなって しまった′)は 、

■■■|17]I下ず覇〒〒仄讐了雫黎予令琴雫不饉θ爾讐妙雫琴

のススキが広がる。
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なはやまプyジェク杉レポード 23年電璃鷹

10月 25攣 (火)曇 り<臨時>参加者 22+17名

午後、佐保台小学校 5年生 14名 の稲Xllり と稲掛

の実習が行われた。予定以上に轟刈 りがはかどり、

児童達の勢いに圧倒された。

1◎ 月 27日 (本)晴 参カロ者 43+2名

会員による稲刈 り、蕎麦Xll取 りとハサ掛け。

植樹祭に備え、ポット (100個 )用 の竹の伐採、

玉切 り。彩 りの森の植樹工事開始。 ビオ トープの

新たな池の掘削等 多忙な一日でした。

11月 3日 (本)曇 参加者 40+50名

雨で延期の公開芋ほり大会を実施。児童 18、 幼

児 9、 保護者 20、 世話役 2、 佐保台小学校教頭 計

50名 の参力Eで賑わつた。お昼のおやつに焼き芋 :

その他、蕎麦の脱穀、玉葱 2,000本の植付や 30区

面に薪小屋建設等、ベースキヤンプの駐車場入口

の構れた杉の伐採を行つた。

11月 4濯 (金)晴 <臨時> 参加者 12+16名

佐保台小学校 稲作実習 「脱穀 と籾溜 り」 5年

生 14名 と担任他 16名が参加。

11月 8日 (火)晴 <臨時> 参加者 7+3名

水生生物科の定期調査、シエア自然大学から 3

名来訪。

11月 10日 (本)曇 り 参加者 42+23名

植樹祭に備え、佐保自然の森の整備を全員で行

なう。一方で佐保台幼稚園 リース作 り、自然工作

と里山遊びを実施。 園児 10、 保護者 10、 園長、

先生 2 計 23名 が参加 し、ならやまの秋を楽しん

だ。

11月 17日 (本)晴 参カロ者 41+5名

全員で「佐保自然の森」植樹祭の準備を行 う。

パンフレット等の封筒詰め、クヌギのどんぐりを

コロコロポットに植付、引き続きテン トの設営や

什器等の準備を行つた。県景観課から坂野係長他

3名参カロ。

11月 19日 (土)雨 参加者 44+40名

|三二 二 1

10時から来賓 25名 、地域住民8名 を迎えて「佐

保自然の森Jの植樹祭が執 り行われましたG

豊かな生態系の育成と地域に親 しまれ`る 森づくり

を腰つて、エゴノキ、イロハモミジ、ヤマボウシ、シ

デザクラ、ヤマザクラ、ヒメコブシ、ヤクシマオナガ

■・ 1デ 等 計 1́子

=が
重樹 されました。 (藤 馨 記)
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量行事報告】

(最)11潟 3霧  諄 暦ふ]鋭自鰯 』`… 芋̈:まつ一霧諸一轟然工作

3度霧の正直で、ようやくにして醸催することが轟実ました。このイベン購 睦元の佐保台溝澤 絞放課後子

ども教室より鐘年依頼を受けているものです。当藝は子供最8人、鰻児9入、大入(教頭、コーデイネーター含

む)23人で請5舎入、当会より40人が参爆してくれました。

量⑬鋳受村、代表挨拶、オリエンテーシヨンに続いて、イモ0つる勢り、つる運び後芋ほりをは騨 ました。班

ごとに見事な芋を繭にして記念撮影。その後典取りに熱中し轟虫博士に名繭を教えてもらつていました。昼

食にはすつかりおなじみになつた落諸。家族と一緒に自然の幸で食べるのが一番おいしいとの事でした。

自然工作では、羹分で竹を機り潔ップや鍮筆立て作りまこ一生懸命でした。心配していた親たちもわが子の

鍵運びにすつかり溝足の態でした。ころころボットに焼き華を入れてもらい、堆麓と土を入れ、ドングリを寝か

せて植えつけました。サツマイモとポットを持ちそれぞれ嬉しそうに帰つていきました。3時前無事終了。

子どもや親たちから大好評の感想をもらい、会員の管さんにはメール配信をして頂きました。 一番ホッとし

たのがイベント握当でした。

(2)11月 10日 佐保台幼稚目『織0塁山遊び』・・・リースつくリー豚汁―山歩き

この幼稚園は来撃 月末をもつて廃園予定になつていお 。2年前当会が実施した「秋のデイキヤンプ」が

大好評であつたこめ ら、今回も楽し 思ヽい出つくりにして欲い とヽ強い要請があり企画したものです。

園児10人、幼彫 入、保護者10人、園長、先生3人の計25人に、当会より42人が参加しました。

9:45全員集合、代表挨拶、オリエンテーシヨン後リースづくり。しばらくすると園児は飽きてウロウロす桃 、会

員指導の紙飛行機遊びにはまり、親は子を忘れてり,スづくりに没頭。

昼食には待望の豚汁。具沢曲でも園児は一生懸命食べる。親もつられて食べる。曲組の分残るかな。昼食

後は山歩き。慶児には楽υい遊びを、親たちにはウーンめ なる見事な説明。さすが当会のガイ臨 たち。

お土産はあ ころポット、ン グリゴマ、注″り人形の3点セッ睦 喜んで持ち帰めて頂きました。13:30終了.

翌日には多くの園児がン グリ人形をつけて登園したとの事でした。後で親、先生に聞くと大好評だつたの

で、思わず「来年もやりましょう!Jと声を掛け、ハッと閉園に気付き思わず苦笑いのイベン運 当で曖 。

6

<オリエンテーシヨン中> <わたし竹切に夢中>

<興味は紙飛行機飛畿 > <どうですこの出来栄え>

(行事担当:塩本)
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*な らやま里山林花だより* 吉村 さつき

実をたわわに付けたならやまの柿の本の美 しい姿に見とれてしまいます。

会員さんが実を持ち帰 り干 し柿にして、皆のおやつになります。

おやおや上の中からウズラ卵ぐらいの大きさで、白色のマシュマロの様なものが出てき

ました。キツネノエフデの幼菌だそうです。成長すると傘はなく、柄の上部がツノ状に

細まつて朱紅色になり、下半部は淡紅色から白色になります。根元には袋状のつばを持

ちます。やがて黒褐色の悪臭のあるグレバ (胞子液)め つ`きます。

キツネノロウソク、キツネノタイマツとよく似ています。

ソ

罐
０

キ

*な らやま鳥だより*              だヽ国 久美子

11月 14日 。種類は 5種と少ない数ですが、数は 56羽 と多かったです。

草花 *キンエノコロ、アキノキリンソウ、

アメリカセンダングサ、キツネノマゴ、

セイタカアワダチソウ

花壇 *ヒ メツルソバ、皇帝ダリア

本の花 *コ ウヤボウキ、チャノキ

本の実 *ヤブコウジ、カマツカ、コマユミ、

マユミ、イヌツゲ、ヒサカキ、ヤツデ、

ある晴れた秋の空にふんわり浮ぶ

過ぎしあの日あの時の懐かしさよ

秋風が吹き貴女を想い眺めた浜菊

この飾らない豊かな自然の優美さを

あの頃の想い出をそつと繁ぎあわせ

忘れ得ぬありし日の面影にゆれる心

谷川 萬太郎

赤い風船が明日の夢をのせてほのぽのと

心の中を静力■こよぎり灰かに移 り香漂 う

ススキに抱かれ し秋色の深き山々眩しく

けなげな優 しさ秘めた貴女に贈 りたくて

作つた秋の銀色の色紙が嬉し涙ににじむ

偲べど熱き胸に情通 う人に会えるだろか

<癒 し の 散 歩 道 >・
―

llllmlullltlll●
―

―
…

:呻颯 ‖ Fl・InlllDImtll― m―
… …

l・lullunIInII― |"…

旅愁のロマンの匂い漂い
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1互菫亘藍藤〕
佐保台/11の 子供たち 。赤米銀の経刈うに心躍る。

秋た Iナ なわの里山の一日。

昴』ざりの斜ヤ 替つ子ら鵜鳴タレ

さ,つ らゞ
`て

イ名口J巳 ダ虫妻監づ力会

鶴力|ら や々伊嬌炊の命 こうまで

を久の欠ザ|く 脊ナより風の考を
'ウ

ぬ

ソバくらぶの皆さん。待望の収穫、脱穀に力が入る。

空稲架に野の風が吹き秋が深まる。

誓桑凛の傾 きにあるん鹿か

'
快靖のええダブこれプ(枚 のよう

分ネ ネー

分ネ ネー

分ネ ネー

1・ iキ  か久

ι:1井  春久

:1井  春久

久しぶ りの曽爾高原。心なしかせ原に往年の元気がない。

竜IB・ 枯梗など秋の草花も乏 しく、生態系の変化が心配。

【悼 句】

六マヘたいとり,ぬ ゆ秋深深

三木 正明 氏。当会 元幹事。現 「ならなぎ」代表。

9・ 26日 六甲山に入山。行方不明。H03日 遺体確認。

斗酒なほ辞せず。良い飲み仲間だった。今はただご冥福を祈る。合掌。

l!1井

9



うどんIザ罐 嚢華)の花 :

一やさしい昆虫萎座 (第 14話)一

先日、活動日に会員さんが珍しい物を見せ

てあげようと持つてこられたのが『うどんげ

(優曇華)の花」です。葉つぱの上に白い柄

のある卵が並んでいました。花とはいうもの

のこれはクサカゲロウと言う昆虫の卵です。

成虫は トンボのように透明な羽根を持ち、

羽の脈と胴体が緑色です。羽根を広げても 3

cm程度で、ひ弱な トンボといつたところです。

幼虫はアプラムシを主食 とするので、餌 とな

るアプラムシ集国の中に産卵するのが本筋で

すが、お産が近付いているにも関わらず病院

にも行かず夜遊びにふけり、灯 りの回 りを飛

び回つている暢気坊主がいます。産気づくと

あわてて手近の壁や電気の傘などに産卵 しま

す。人間社会にも同じような人がいますね。

本来の優曇華の花は、イン ドの想像上の花

で三千年に一度しか花が咲きませんが、この

花が咲くと非常に良いことが起こるといわれ

ています。クフ科のイチジク属の花であるた

め、花は内部にあつて外部から見えないこと

から三千年に一度となつたようです。ちよつ

と脱線 しますが、みなさんイチジクの花をご

存知ですか? ほとんどの方は、イチジクの

思います。花は小さな果実の中で咲きます。

果実が月E大する途中の段階で先端の孔がいつ

とき開き、受粉するとすぐに閉じます。この

秦J那的な時期に花をねらってやつてくる小さ

な虫がおり、この虫が侵入すると内部が黒く

変色するので、ときどき市場でのクレームの

原因ともなつています。

私たちも優曇華の花を見つけて良いことの

おすそ分けにありつきたいものです。

このクサカゲロクの親戚がウスバカゲロウ

です。幼虫|ま アリ地獄といわれ、お寺の縁先

下の地面にロー ト状の穴を掘り、その底に潜

んでいます。アリが孔の縁を通りかかると下

から砂を放り投げて穴の中へ引きずりこみま

す。軒下や大きな樹の下で雨のあたらない乾

燥した土が大好きです。最近数は減つてはい

ますが、まだまだあちらこちらで見られます。

カゲロウと名がつく虫には「あしたに生ま

れタベに死す」 と言われるようにいたつて短

命のカゲロウ類がいます。この虫はクサカゲ

ロウとはまったく異なるグループで、いたつ

て原始的な虫ですが、由緒正 しいカゲロウで

す。成虫は透明な羽根を持つていますが、非

常にひ弱な虫で、4～5月 に一斉に飛び出しま

す。幼虫は渓流、河り||、 湖沼などに住んでい

て魚の餌となつて役立っています。我がなら

やまのビオ トープ池にもフタバカゲロウが住

み着いていて、冬でも水の中を泳いでいます。

本村 裕

花

実は知つていても花は見られたこと:ま ないと

l Cl



自然をちょつぴり いただきま～す 西谷範子

12月 、野 111の ハ イキングに出かけると、林の ](草 の中に丸い葉の蔓が地由iい つばい 4~

遠いまわり、その中に宝看のようなつややかなつぶf,ぶ いちごが見らオ■ます
=

冬のハイキングのごちそ う、待望のフユイチゴです .

緑のつややかな葉 とびかびか光るつぶいちごの配色が花の少ない野を彩 ります .

ガクから実だけ摘み取つて食べると、プチプチ した感触の実と種がその■」愛 1)ヒ ま́ こ似

合った甘さで舌の先にころが ります。

本いちごの伸措]は 年́中いろいろありますが、

科ですが、花は秋に咲 くのですが花弁が l cIIn

のでル)ま り目立ちません
=

そのまま食べるのが一番ですが、持ち帰れたらケーキの飾りにしたリジャムにするほか、

ヨーグル トの上にのせて混ぜて食べるのがきれいで姿をこわさないで幸せ感を味わえます。

採る時、 トゲのあるのがあるから気をつけて。

季節σ)最 後を務めるいた)ゴ で1)ち ろんバラ

にも満たないのと、ガクも「alじ 長さになる

長靴 :なんや、ポチャボチャと飛び込んで。

泳ぎの練習か ?風邪ひくでc

イナゴ :な んも好き好んで泥

水に入れへんわ、あんたの 「～ぁ1

そのスパイク付きが恐ろし

いけんね。

今頃

長靴 :び つくりさせて悪かっ

た許せ。 しゃあけど、なん

でこんな草むらにおるんや ?

稲の方がええんと違うの.

イナゴ :で きればそうしたいんやけどね、係のお

じさんllく に“今年はより多く収穫できそうや"

と見ておられるので、私等がいたらギョロリと

,兄 まれ途端に足が錬んでしまうわ。

長靴 :成 るほど、小学生も期待 してるやろし協力

せなあきまへんな。「
供達には作物の命を頑い

そうそ う情報を一つcこ の泥池に希少価値の小

魚を入れるようや、気をつけんとその柔らかい

腹をパクッとやられるかもね。

イナゴ :そ んな怖い事言わんと

いて、これからステキな彼氏見

つけて子孫を残 さんならん身

やのにっ

池 :黙つてFHlいてりゃ、いかに

も7う いかのように言うてるけど

な、自然の状態で水生動物にはとても大切な場

で、誇りに思つとるんやで。

長靴 :そ うやてね、えらい悪い表現でごめん。こ

れからも長いお付き合いや、お互いに頑張りま

しょうこ

「～ありがたい !!」



「ぶらタモリ」から

「ぶらタモリJを ご覧になったことあり

ますか。思いがけない東京 。お江戸に轟会

える面白い番組です。

先日「お江戸の動物ⅡJを見ました。江

戸時代は庶民文化も爛熱期を迎え、江戸後

期はお洒落をして鳥を見ながらお茶する

のが流行ったそ うです。今の「ドッグ・ヵフェ」

「ネコ・カフェ」のような物があったとi-3驚

きですね。 邊って、五代将軍縄吉の時代

★ 11/16、 我が家付近の真上 101形をゆっくり旋

回、オオタカ成鳥の羽根が目視出来ました。

我が家のジョー君 11/13、 ツグミは 11/17が初

認でした。今年は冬鳥の飛来が遅いようですが、

皆さんの付近では如何でしたか。 (小 日)

☆ (斑鳩)10/23ジ ョウビタキ 11/2マガモ、コ

ガモ 11/18 ツグミ11/19ヒ ドリガモ初認。

(三郷町若草橋下 今年の飛来数 100羽位で昨

年約 200羽 )

・毎年信貴山の大門池にオシ ドリを見に行きま

す。 16日今年は ?と 大門池の橋の上からのぞ

くと・ 。・ 「な・な 。なんと」大門池は水が空

つぽでした。下の方で大規模な大F弓 ダムを造つ

小田 久美子

望年 iて)島:C'

なr撃律i』

jミ ηヽ″t掌Ⅲ縁
‐
キ～

ているため、水をぬいてしまっていました。今

年はオシ ドリはどこへ ?いろいろ考えて三郷町

の焼却場の近くの池に行つてみました。神秘的

な感 じのするいい池なんですが、カルガモしか

見えませんでした。でも、よおく見るとオシ ド

リがいるではありませんか !!10羽 数えまし

た (雄 7雌 3)ほつとしました。

・20日 竜田川から大和側に出るといつもならコ

ガモ、カルガモ、マガモたちが泳いでいるので

すが、今朝はカワウ 130羽位が川を埋め尽くし、

その周 りの岸にダイサギがぐる―つと取 り囲ん

で、カフウの追い回した小魚をちょうだいして

には悪名高き「生類哀れみの令」が発せ られ

ました。生きとし生けるものを殺生してはならないと、総数 200以上が続々発せ られ

たそうです。その中には「キリギリス」「タマムシ」「マツムシ」「コォロギ」など虫を飼 うことも

禁止されました。飼 うのは虐待だというのです。そんなに生き物たちを保護 したのに、

なんとカラス・ トビ・ ウはその対象から外され駆除されたとのことです。カラスは小鳥

をいじめるとの理由ですが、トビはスカベンジャーとしての認識は無かったのでしょう

か、いつか私が「トビ」を書いたのをもう一度ご覧になったら、かつてBlulの 価値観の ト

ビがいたことも思い出して頂けると思います。そして、ウ、かれらの糞はリンを採る為

にとても大切だつた筈なのですが。

，

“

いました。 (勝 田)
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